
                                                     

 

 

 

 

○日 時 平成 27年 12月 9日（水） 13時 30分～ 

○会 場 島根県立大学 本部棟 2階 特別応接室 

○会見者 本田雄一 理事長・学長 

○会見項目  

【浜田キャンパス】 

 

・「第 15回 国際文化交流の夕べ」の開催について…………………………………〔資料 1〕 

 

･ 島根県立大学浜田を元気にするアイデアコンテスト 

MAKE DREAM 2015最終プレゼン発表会 ……………………………………………〔資料 2〕 

 

・【高大連携事業】アカデミックインターンシップの開催について………………〔資料 3〕 

 

 

○資料提供 

項目 

 

【3キャンパス共通】 

 

・オールしまね COC+事業 しまね大交流会＆キックオフセミナー………………〔資料 4〕 

 

 

○行事予定 

 

 

【浜田キャンパス】 

 

 ･GET SET MEETING …………………………………………………12月 9日(水) 15:00～ 

                             メディアセンター1F 

                             ラーニングコモンズ 

 

 

 

※会見及び資料提供に関する問い合わせは、資料に記載されている担当者あてにお願いします。 

 なお、行事予定の問い合わせは、以下のとおり、お願いします。 

 

   浜田キャンパス 企画調整室 TEL  0855-24-2201 

   出雲キャンパス 管理課   TEL 0853-20-0200 

   松江キャンパス 管理課   TEL 0852-26-5525 

 

※次回の定例記者会見は 平成 28年 1月 13日（水）13:30から開催予定です。 

定例記者会見資料 

 



 

 

 

「第 15回 国際文化交流の夕べ」の開催について 

 
世界と日本の様々な文化に触れながら、島根県立大学の学生や留学生、教職員と地域の方々と

が語り合うことにより、相互の理解と交流を深めていくことを目的としている。 
 

記 

 

1. 日時・場所 

平成 27年 12月 16日（水）17：00 ～  

島根県立大学 第１部：講堂 ／ 第２部：学生会館（カフェテリア） 

 

2. 主催：島根県立大学  

後援：島根県立大学支援協議会（浜田市役所内） 

大学を支える会（浜田商工会議所内） 

（公財）しまね国際センター、島根県立大学浜田キャンパス後援会 

 

3. 内容 

第１部（17：00～）ステージ鑑賞 

前半 学生サークル等によるダンス、演奏など 

 後半 外部団体による演劇（18:25～） 

 

 

第２部（19：30～）交流会 

ゲーム、出し物など大学生と地域の方との交流の時間（【資料①】チラシ参照） 

 

 

4. 対象・参加方法・その他 

 島根県立大学学生、教職員、一般の方（大人・子ども）を対象、 

 申込不要、参加費無料 

 

 

5. 第１部 後半「外部団体」の紹介と内容 

このイベントは「世界と日本様々な演奏や文化に触れながら、学生、留学生、教職員と地

域の方相互理解交流」を目的していることから、毎年その趣旨に沿ったゲストをお招きして

います。 

今年は、先日ロシア公演をされた浜田市内の NPO 法人「創作てんからっと」の皆さんに

は、東日本大震災を経験した少年が、商店街の大人達に見守られながら立ち直っていくスト

ーリー「３つのかばん」の朗読劇の上演と、現地でのエピソードトーク、そして本学の交流

協定校であるイースト・カロライナ大学の学生には、日本の有名な昔話をオリジナル英語劇

で披露していただきます。なお、イースト・カロライナ大学の学生は、アメリカから中継で

出演していただく予定です。 

 

以上 

  

平成 27 年 12 月 9 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

国際交流課 担当者：無津呂（むつろ） 

電話：0855-25-9063 

【資料 1】 



 

 

 

 第１部 後半 出演団体プロフィール  
 

 

NPO法人 創作てんからっと 

 

石央文化ホールの住民参加ミュージカルの

参加メンバーの有志が平成 14年 2月に結成。

主な事業は「舞台創作事業」と映画のロケ支

援等の「石見フィルムコミッション事業」で、

「創作てんからっと」の名は、NPO活動を通

して、一人一人が「十人十色」（てんからっ

と）の個性を発揮し、24 カラットの宝石の

ように輝いて行きたいという願いをこめて

命名された。 

 

 

 

イースト・カロライナ大学 

 

ストーリーブックシアターはアメリカのノ

ースカロライナ州に位置するイースト・カロ

ライナ大学の学生で結成されたパフォーマ

ンス集団。地元の学校や病院、祭りなどで子

供たちに童話の演劇を披露している。劇で演

じている話はすべてアメリカの本や他の国

の童話。他の国の人々とのビデオチャットを

通じてその国の童話を学び、演劇に取り入れ

ている。これまでに日本、メキシコ、イラク、

フィンランドやペルーの童話を演じてきた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 







 

 

島根県立大学浜田を元気にするアイデアコンテスト 

MAKE DREAM 2015 最終プレゼン発表会の開催について 

 

この度、島根県立大学の学生が、学生ならではの新たな視点で浜田の地域資

源を捉え直し、地域資源を活用したビジネスプランを発表するコンテスト

「MAKE DREAM 2015」の最終プレゼン発表会を開催することとなりました。  

このコンテストは学生に自らのアイデアを発表する場を与えるとともに、地

域の企業や行政担当者等に地域活性化のヒントを提供することを目的としてい

ます。詳細は以下の通りです。  

 

【開催日時】平成 27年 12月 11日（金）15時 00分～  

【開催場所】島根県立大学 交流センター コンベンションホール 

 

【主催】 はまだ産業振興機構 

【共催】 島根県立大学、浜田市、浜田商工会議所、石央商工会 

日本政策金融公庫浜田支店、島根県商工会連合会石見事務所 

【後援】 朝日新聞松江総局・毎日新聞松江支局・中国新聞社・ 

読売新聞松江支局・山陰中央新報社・ 

日本海テレビ・TSK 山陰中央テレビ・BSS 山陰放送・ 

NHK 松江放送局・石見ケーブルビジョン 

【発表者】島根県立大学生６組 

（17組の応募者から書類選考による１次審査を経て選出） 

なお、当日は地元企業と連携し地産地消推進の取組みを行っている

県立大学生の事例発表も予定しています。 

【参加方法】公開発表形式のため誰でも参加可能（参加費は無料） 

【添付資料】MAKE DREAM 2015 概要（別紙１） 

      MAKE DREAM 2015 パンフレット（別紙２） 

    以上 

平成 27年 12 月 9日 

 浜田キャンパス 

  総合政策学部 准教授 久保田 典男 

  電話 0855-24-2200（代） 

【資料 2】 



 

 

島根県立大学浜田を元気にするアイデアコンテスト 

MAKE  DREAM２０１５ 

 ～ぼくの夢、わたしの夢が元気な街を創る～ 

 

 

■主催 はまだ産業振興機構 

 

■共催 島根県立大学、浜田市、浜田商工会議所、石央商工会 

 日本政策金融公庫浜田支店、島根県商工会連合会石見事務所 

 

■目的 

 浜田市には、魅力ある地域資源（※）がたくさんあります。知られていない

地域資源も少なくありません。 

 浜田に生活し豊かな創造性を有する島根県立大学の学生が、新たな視点で浜

田の地域資源を捉え直し、地域資源を活用した新たなビジネスプランを発表す

る『MAKE  DREAM 2015』を実施し、「今」あるものを大切に「これから」

の時代に合った新産業や新事業創出を提案します。 

島根県立大学の学生に自らのアイデアを発表する場を与えるとともに、地域

の企業に企業発展のヒントを提供し地域活性化を目指します。 

※地域資源とは、その地域にとって強みとなるものを幅広く指します。 

 

■対象者 

島根県立大学生（浜田キャンパス） 

（応募は原則個人、グループ申請の場合は２名１組による応募まで可）  

 

■ビジネスプランのテーマ 

浜田の地域資源（※）を活用したビジネスプランで、以下のいずれかに該当す

るもの。 

(1) 自ら考案したもの 

(2) 既存の事業にオリジナル性を加えたもの 

  

書類審査を含め審査については、地域貢献性、独創性、熱意、計画性等につい

て総合的に評価します。 

 

■応募手続き 

応募申込書を添付ファイルの形式で以下のメールアドレス宛に提出してくだ

さい。 

提出先：n-kubota@u-shimane.ac.jp  (島根県立大学 久保田典男研究室) 

別紙１ 



 

 

■提出期限 

平成 27年 10月 16日 (金) 午後 5時必着（メールにて送信） 

 

■賞品 

 最優秀賞 1名（賞状及び 5万円程度の副賞を贈呈します） 

優秀賞  1名（賞状及び 3万円程度の副賞を贈呈します） 

 共感大賞 1名（賞状及び１万円程度の副賞を贈呈します） 

 奨励賞    （賞状及び 5千円程度の副賞を贈呈します） 

 

■スケジュール  

● 応募期間 

 平成 27年 5月 29日 (金) ～平成 27年 10月 16日 (金) 午後 5時必着 

 

●１次審査 （書類選考） 

 平成 27年 10月 19日 (月)～10月 30日（金）  

開催者側により書類審査を実施し、応募総数から５件程度 に絞り込みます。 

※絞り込まれた応募作品について、最終プレゼン発表会に向けてのブラッシ

ュアップ期間を設けます。 

（１７件の応募に対し、６件に絞り込み） 

 

●最終プレゼン発表会 

 日時：平成 27年 12月 11日 (金) 午後 15時 00分～ 

  場所：島根県立大学 交流センター コンベンションホール 

    

公開発表会形式にて開催します。（どなたでもご来場できます。） 

10分間程度のプレゼンテーションと 5～10分間程度の質疑応答を行い、審査会

開催後、各賞受賞者を決定します。 

プレゼンテーションではパワーポイントの使用も可能です。 

（最終プレゼン発表会の発表者及び発表テーマは別紙２参照） 

 

■審査員 

 主催、共催団体・機関から１名ずつ選出 

（最終プレゼン発表会の審査員の詳細は別紙２参照） 

 







 

 

 

 

【高大連携事業】アカデミックインターンシップの開催について 

 

１．目的  

  日常の大学生活の一端を体験し大学で学ぶ姿勢を経験することにより、入学前に描いていた「学生

生活のイメージ」とのギャップ解消や、自己の近い将来について明確なイメージを持つことで高校生活

をより充実したものにしていただくことを目的とします。また、この機会を通して本学の学びへの理解

を促す一助となることを意図し、10 月に開催した浜田高校 2 年生対象のアカデミックインターンシップ

に引き続き、江津高校 2 年生を対象に開催します。   

 

 

２．日程、参加校及び参加予定人数 

 参加日程 学年 人数（予定） 

江津高等学校 

１２月１５日（火） 

２限（10:40開始）～ 

  ４限（16:20終了） 

２年生 １８名 

 

 

３．内容 

・受講講義を自由に選択して受講 

※通常の授業に参加するため、本学学生の履修登録状況により制限される場合あり 

・学生食堂での昼食 

・キャンパス内の自由見学 

・本学のボランティア学生との交流 

・職員による、入試や学生生活、就職活動についての相談など 

  ・講義レポートの提出（800字程度） 

 

 

４．参加校 

  平成２７年度については、本学との高大連携協定を締結している浜田高校及び江津高校の生徒を対

象として開催しています（浜田高校については 10 月 29 日(木)に開催済み）。 

 

平成 27 年 12 月 9 日 

島根県立大学 浜田キャンパス 

アドミッション室 坂田栄一郎 

電話 0855-24-2203 

【資料 3】 



１年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年 １年 ２年 ３年 ４年

日本語Ⅲ 小林（明） 演習１３ ● 社会調査入門 藤原 大講１ ○
フレッシュマン
英語コミュニケーションⅡ

● 近現代史入門 石田 大講１ ○ ○ 憲法Ⅰ 岡本 大講２ ○ ○

中国語Ⅲ［Ａ］・［Ｂ］ ● 行政学 光延 中講５ ○ ○ 中国語読解Ⅰ ○ ○ マクロ経済学 林田 大講２ ○ ○ 中国政治外交論 李（暁） 演１１ ○ ○

韓国語Ⅲ［Ａ］・［Ｂ］ ● 中級英語Ⅱ
（エッセイ・ライティング）

○ 韓国語読解Ⅰ ○ ○ 政策過程論 光延 中講４ ○ ○ 朝鮮半島社会論 福原 中講２ ○ ○

ロシア語Ⅲ ● 地域観光資源論 林（秀） 中講１ ○ ○ 多文化理解特別演習Ⅱ ○ ○ ○ ロシア政治経済論 林（裕） 中講５ ○ ○

国際政治学 高 中講３ ○ ○ 経済政策論 西藤 中講５ ○ ○ 文化政策論 大橋（敏） 中講３ ○ ○

フレッシュマン
英語コミュニケーションⅡ

● 統計学Ⅰ 寺田 講堂 ● 中国語会話・聴解Ⅰ ○ 中国語Ⅰ〔Ａ〕・〔Ｂ〕 ● 国際政治学入門 赤坂 大講１ ○ ○

ＧＩＳ概論 松田 中講５ ○ ○ 環境経済学 豊田 中講５ ○ ○ 韓国語会話・聴解Ⅰ ○ 韓国語Ⅰ〔Ａ〕・〔Ｂ〕 ● 比較文化論 渡部（望） 中講３ ○ ○ ○

生徒指導論 川中 演習６ ◎ ◎
英字新聞リーディング
（英字新聞読解法）

○ ○ ○ 日本語Ⅳ 小林（明） 小講６ ● ロシア語Ⅰ シローコフ 小講１ ●

日本朝鮮半島交流史 石田 中講３ ○ ○ 総合演習Ⅱ ● 英語学概論Ⅱ 島田（祥） 小講６ ○

多文化理解特別演習Ⅱ ○ ○ ○ 金融経済論 木村 大講２ ○ ○

映像コミュニケーション論 瓜生  中講５ ○ ○ ○

地域産業政策論 久保田（典） 中講６ ○ ○

戦後日本政治外交史 別枝 中講３ ○ ○

中国語Ⅰ〔Ａ〕・〔Ｂ〕 ●
フレッシュマン
英語ファウンデーションⅡ

●
ソフモア
英語コミュニケーションⅡ

● フレッシュマン・フィールド・セミナー ● 英文法Ⅱ 島田(祥) 小講６ ○

韓国語Ⅰ〔Ａ〕・〔Ｂ〕 ● 統計分析技法 松田 中講２ ○ 英語リーディングⅡ ○ 環境関係法 岩本 中講３ ○ ○ 経営管理論 田中 中講５ ○ ○

ロシア語Ⅰ シローコフ 小講１ ● 生活時間構造論 藤原 中講４ ○ ○ ○ 総合演習Ⅳ ● アカデミックライティング ケイン 演習１0 ○ 日本思想史 井上（厚） 大演２ ○ ○ ○

北東アジア関係概論 井上（治） 中講５ ○ ○ 芸術学 八田 中講５ ○ ○ ○ 教職実践演習 大橋（敏） 大演１ ◎

世界経済論（国際経済論） 木村 大講２ ○ ○ 中国経済論 張（忠） 大講２ ○ ○

現代企業論 生田 中講６ ○ ○ 平和学基礎論 村井 中講３ ○ ○

上級英語Ⅱ(ディスカッションと
ディベート)(英語ディベート入門)

○ 教育心理学 川中 演習５ ◎ ◎

英語科教育法Ⅰ ケイン 小講４ ◎ ◎

ソフモア
英語コミュニケーションⅡ

別記１参照 ● 民法と家族 李（憲） 大講１ ○ ○ インターンシップ入門（隔週） 松尾 中講３ ○ ○ ○ 情報処理の基礎Ⅱ 寺田 中講４ ○ 民法Ⅰ（総則） 李（憲） 大講１ ○ ○

英語リーディングⅡ 別記１参照 ○ イギリス近現代史 渡辺（有） 大講２ ○ ○ ○ 英語コミュニケーションⅡ(再) キャリア論 生田 中講６ ○ ○ 日中関係論 江口（伸） 大講２ ○ ○

キャリア形成Ⅱ 松尾 大講１ ●
ソフモア
英語コミュニケーションⅡ（再）

教職入門（隔週） 塩津 中講２ ◎ ◎

体育実技Ⅱ 齋藤 体育館 ◎ ◎ ◎ ◎ （TOEIC講座） （並河） （大講２） △ △ △ △ メディア英語ＣＡＬＬⅡ(再)

フレッシュマン
英語ファウンデーションⅡ（再）

政治学 村井 中講４ ○ ○ 社会学 中川 大講１ ○ ○ （TOEFL米国留学準備講座） （江口(真)） （会議室A） △ △ △ △ 教職入門（隔週） 塩津 中講２ ◎ ◎ 刑法 三宅 大講１ ○ ○

行政法Ⅱ 岩本 中講２ ○ ○ アジア比較政治 佐藤 大演１ ○ ○ ○ （韓国語特別演習Ⅱ） （呉） (演習13) △ （韓国語特別演習Ⅱ） （呉） (演習13) △ （韓国語特別演習Ⅱ） （呉） (演習13) △

英語学特別演習Ⅱ 三浦 演１２ ○ 情報政策論 金野 中講３ ○ ○

ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭ･ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟⅡ(再)

フレッシュマン
英語コミュニケーションⅡ（再）

（韓国語特別演習Ⅱ） （呉） (演習13) △ （韓国語特別演習Ⅱ） （呉） (演習13) △

※表中の学年の欄の●は必修科目、○選択科目、◎は自由科目、△は正規外授業科目を表示 （作成：平成２７年３月３１日）

※「英語ジャーナル購読」「多文化理解特別演習Ⅲ」「北東アジア地誌」「NPO活動論」「日本政治思想史Ⅱ」「消費流通経済論」「現代の経済」「アジア経済論」「現代しまね学・実践Ⅱ」は平成２７年度は非開講とする。

※別記は裏面を参照すること
※教室等が変更になる場合があるので、学生情報システムを適宜確認すること

島田(祥) 小講２ ●

小講５ ●

別記１参照

教室科目名 担当教室

配当年次

別記２参照

木曜日

担当

別記１参照

科目名

木地山

担当 教室

●ハリス 小講５

別記１参照

６時限目

自　１８：１０
至　１９：４０

１時限目

自　　９：００
至　１０：３０

別記１参照

５時限目

自　１６：３０
至　１８：００

別記１参照

別記１参照

別記１参照

３時限目

自　１３：１０
至　１４：４０

４時限目

自　１４：５０
至　１６：２０

別記１参照

２時限目

自　１０：４０
至　１２：１０

別記１参照

別記１参照

平 成 ２７ 年 度 　秋 学 期 時 間 割 表

月曜日 火曜日 水曜日

教室 教室

配当年次

担当

配当年次

金曜日

配当年次

科目名

別記１参照

別記１参照

別記３－２参照

別記３－１参照

別記１参照

別記１参照

別記１参照

別記１参照

担当科目名

別記１参照

別記１参照

別記６参照

別記６参照

別記１参照

配当年次

科目名

12月15日（火） 

江津高校参加予定 








